
議案第１号 

 

令和６年 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

（地域内フィーダー系統確保維持計画） 

 

地域公共交通確保維持改善事業による支援を受けた事業については、毎年度、自ら事業の

実施状況の確認・評価を行ったうえで、その結果を補助金の交付を受けようとする会計年度

の１月末までに、地方運輸局に報告する必要があります。 

このことから、本協議会にて令和６事業年度の評価についてご審議いただくものです。 

 

令和６事業年度（令和５年10月１日～令和６年９月30日）の概要 

 

◆事業者名    宇和島市、宇和島自動車株式会社 

 

◆運行内容    定時定路線型 ９系統  

宇和島市（大河内線・大良線・筋線・筋線（花組経由） 

・川之内線・音地線・大藤線・増田線） 

宇和島自動車（本九島線） 

 

         デマンド型  ３系統  

宇和島市（別当線・大河内線・川平線） 

 

◆補助対象額   20,625千円 

 

◆補助対象路線  定時定路線型 ３系統 （大良線、筋線（花組経由）、本九島線） 

 

         デマンド型  ２系統 （別当線・川平線） 

 

◆補助申請額   10,311千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料１ 

- 1 -



 

 

 

※定時定路線型の運行回数について、１回は「１往復」のこと。 

ただし、三間地区について、１回は「１循環」のこと。 

※本九島線は定時定路線だが、事業者が宇和島自動車株式会社であるため、下段に記載。 

※令和６年の補助対象路線に着色加工。 

 

○ 定時定路線型：１往復２名が補助要件。ただし、三間地区は１循環２名が補助要件。 

○ デマンド型：計画運行回数の30％の稼働。 
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別添１

令和７年１月　　日

協議会名：宇和島市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金

①補助対象事業
者等

②事業概要
③前回（又は類似
事業）の事業評価
結果の反映状況

必要に応じてサービス内容（運行
ルート、時刻等）を見直し、利便
性向上に努める。

利用案内の市HP掲
載、広報誌での案
内・利用状況の回
覧により利用促進
を図った。

（別当線/デマンド） A
計画通り事業は適切
に実施された。

A

【目標達成率】125.6%　（目標：1,400人/年）
【利用者数】1,759人/年　（対前年比：111.8%）（対前々年比：143.2%）
【1便あたり利用者数】1.39人　（前年：1.28人）（前々年：1.26人）
【収支率】13.9%　(対前年比：▲4.6%）(対前々年比：▲1.9%）

コロナの5類移行に伴う行動制限の廃止や口コミによる新規利用者
を獲得したことから、利用者数は増加したものの目標は下回った。

（大河内線/デマンド） A
計画通り事業は適切
に実施された。

C

（川平線/デマンド） A
計画通り事業は適切
に実施された。

A

【目標達成率】211.3%　（目標：80人/年）
【利用者数】169人/年　（対前年比：124.3%）（対前々年比：318.9%）
【1便あたり利用者数】1.29人　（前年：1.37人）（前々年1.15人）
【収支率】4.0%　(対前年比：▲0.1%）(対前々年比：2.6%）

令和5年2月に「吉田公民館前」バス停を新設したことで、これまでほ
とんど利用がなかった下り路線で利用者数が増加し目標を上回っ
た。

宇和島自動車
(株)

（九島線）
本九島～きさいや広場

運行系統のナンバリン
グを行い、利用者が利
用しやすい環境を整
えた。

A
計画通り事業は適切
に実施された。

A

【目標達成率】101.1%　（目標：30,204人/年）
【利用者数】30,850人/年　（対前年比：101.1%）（対前々年比：
102.1%）
【1便あたり利用者数】9.60人　（前年：9.48人）（前々年9.41人）
【収支率】30.3%　(対前年比：▲5.2%）(対前々年比：▲6.1%）

コロナの規制緩和や利便性向上に努めた結果、利用者数は目標を
上回った。

【目標達成率】6.7%　（目標：30人/年）
【利用者数】2人/年　（対前年比：40.0%）（対前々年比：6.9%）
【1便あたり利用者数】1.00人　（前年：1.00人）（前々年：1.07人）
【収支率】0.1%　(対前年比：±0.%）(対前々年比：▲0.2%）

高齢者に多く利用されていたが、高齢者の施設入所等により、利用
者数が減少。新規の利用も少なく、目標を下回った。

※（大河内線）と同様

（増田線）
道の駅みま～増田集会所～三
間支所

A
計画通り事業は適切
に実施された。

C

【目標達成率】34.4%　（目標：1,458人/年）
【利用者数】502人/年　（対前年比：170.2%）（対前々年比：185.2%）
【1循環あたり利用者数】0.69人　（前年：0.40人）（前々年：0.37人）
【収支率】8.5%　(対前年比：4.1%） (対前々年比：4.2%）

コロナの5類移行に伴う行動制限の廃止や口コミによる新規利用者
を獲得したことから、利用者数は増加したものの目標は下回った。

（全体）

・今後も利用促進に係る啓発（広
報・ＨＰ等を活用した情報提供）を
行う。

・宇和島市が運行するコミュニ
ティバスにおいて利用の少ない系
統については、地域公共交通計
画策定に際して行ったアンケート
調査結果を参考にしつつ、必要
に応じて地元住民と協議を行い、
フリー乗降区間の導入や路線の
見直しを検討する。

利用案内の市HP掲
載、広報誌で案内・利
用状況の回覧、転入
者へ公共交通マップ
配布により利用促進を
図ったほか、Google
マップへ掲載を継続し
て実施した。

（大藤線）
道の駅みま～大藤集会所～も
みの木前

A
計画通り事業は適切
に実施された。

B

【目標達成率】76.0%　 （目標：1,458人/年）
【利用者数】1,108人/年　（対前年比：118.2%）（対前々年比：178.1%）
【1循環あたり利用者数】1.53人（前年：1.28人）（前々年：0.85人）
【収支率】12.3%　 (対前年比：2.9%） (対前々年比：6.5%）

コロナの5類移行に伴う行動制限の廃止や口コミによる新規利用者
を獲得したことから、利用者数は増加したものの目標は下回った。

（大良線）
吉田駅～吉田中学校～大良

A
計画通り事業は適切
に実施された。

B

【目標達成率】84.8%　（目標：4,200人/年）
【利用者数】3,560人/年　（対前年比：102.0%）（対前々年比：84.8%）
【1便あたり利用者数】1.23人　（前年：1.19人）（前々年1.44人）
【収支率】12.6%　(対前年比：1.6%）(対前々年比：▲1.5%）

平成30年7月豪雨災害の影響で、臨時的な小学生の利用もR4.4以
降なくなり、利用者数が減少した。免許返納等の理由により、新規
利用が増えたものの、目標を下回った。

（筋線）
吉田駅～吉田中学校～筋

A
計画通り事業は適切
に実施された。

B
【目標達成率】81.1%　（目標：1,944人/年）
【利用者数】1,576人/年　（対前年比：131.4%）（対前々年比：122.2%）
【1便あたり利用者数】0.81人（前年：0.61人）（前々年：0.66人）
【収支率】10.7%　(対前年比：3.3%）(対前々年比：1.7%）

利用者の多くは高齢者。利用頻度の多かった方の施設入所等によ
り、利用者数が減少し目標を下回った。

（筋線）
吉田駅～鳥首口～筋

A
計画通り事業は適切
に実施された。

B

（川之内線）
道の駅みま～川之内～道の駅
みま

A
計画通り事業は適切
に実施された。

C

【目標達成率】47.9%　（目標：1,844人/年）
【利用者数】883人/年　（対前年比：164.1%）（対前々年比：194.9%）
【1循環あたり利用者数】0.95人　（前年：0.58人）（前々年：0.49人）
【収支率】7.1%　(対前年比：2.6%）(対前々年比：1.6%）

コロナの5類移行に伴う行動制限の廃止や口コミによる新規利用者
を獲得したことから、利用者数は増加したものの目標は下回った。

（音地線）
三間支所～音地集会所～宮野
下駅前

A
計画通り事業は適切
に実施された。

C

【目標達成率】53.3%　（目標：2,330人/年）
【利用者数】1,241人/年　（対前年比：70.0%）（対前々年比：49.3%）
【1循環あたり利用者数】1.06人　（前年：1.51人）（前々年：2.15人）
【収支率】6.7%　(対前年比：▲0.5%）(対前々年比：▲3.7%）

定期通学利用の小学生が減少したことに加え、利用頻度の多かっ
た高齢者の施設入所等により、利用者数が減少し目標を下回った。

・利用者（小学生）が減少したこと
に伴い総利用者も減少している。
今後、必要に応じて地元住民と
協議を行い、路線の見直しを検
討する。

利用案内の市HP掲
載、広報誌で案内・利
用状況の回覧、転入
者へ公共交通マップ
配布により利用促進を
図ったほか、Google
マップへ掲載を継続し
て実施した。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画又は地域公共交通計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

宇和島市
（大河内線）
吉田駅～立間小学校～大河内

A
計画通り事業は適切
に実施された。

C

【目標達成率】52.1%　（目標：1,215人/年）
【利用者数】633人/年　（対前年比：96.1%）（対前々年比：93.1%）
【1便あたり利用者数】0.52人　（前年：0.54人）（前々年：0.56人）
【収支率】10.0%　(対前年比：0.7%）(対前々年比：▲1.4%）

利用者の多くは高齢者。利用頻度の多かった方の施設入所等によ
り、利用者数が減少し目標を下回った。

コロナの5類移行に伴う行動制限
の廃止の影響もなく、利用者数の
減少が続いている。今後、必要に
応じて地元住民と協議を行い、定
時定路線のデマンド化または一
部デマンド便の見直しを検討す
る。

A：事業が計画に位置付けられた目標を達成した （目標利用者数の90%以上利用）

B：事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった （目標利用者数の70%以上90%未満利用）

C：事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった （目標利用者数の70%未満利用）
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地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

（地域の概況）
　宇和島市は愛媛県西南部に位置する、人口67,074人（令和6年11月末日現在）、面積468.16㎢のまちである。西は入
り江と半島が複雑に交錯した典型的なリアス式海岸が続き、5つの有人島と多くの無人島がある。東は1,000m級の鬼ヶ
城連峰が海まで迫り、起伏の多い複雑な地形をしている。市街地や集落は海岸部の平野や内陸部の盆地に点在して
いる。

（宇和島市）
　市内を運行する鉄道路線は、予讃線と予土線の二つのＪＲ路線で、予讃線は当市から高松市までを、予土線は当市
から高知県高岡郡四万十町まで運行されている。路線バスは、宇和島自動車株式会社により運行されており、市民生
活に欠くことのできない移動手段として機能している。
　当市の場合、宇和島駅が予讃線・予土線終着駅であり、当市以南には鉄道がなく、市役所や公立病院、学校施設な
どの主要施設が駅から離れて点在しているため、路線バスは生活するうえで極めて重要な役割を果たしているが、近
年は人口減少やマイカーの普及による輸送人員の減少で、厳しい経営を余儀なくされており、やむなく廃止・再編され
た路線もある。
　このように地域の公共交通を取り巻く環境が厳しい中、市民生活の利便性を確保し、公共交通の空白地域を解消す
るため、平成24年4月から「地域内フィーダー系統」としての運行を開始し、令和6年9月末の時点では、定時定路線型9
系統、デマンド型3系統を運行している。

（本九島線）
　九島地区は、周囲約10ｋｍ、人口711人（令和6年11月末日現在）の離島である。本土への交通手段については、1日
9往復のフェリーが生活に必要不可欠な交通として機能していたが、平成28年4月に本土と九島を繋ぐ九島大橋が供用
開始となり、当該航路（九島～宇和島）は廃止となった。また、平成29年4月からは島内唯一の小学校が廃止され、本
土の小学校に統合されている。
　このため、地域公共交通確保維持事業により、新たな交通手段として路線バスの運行（きさいや広場～本九島）を行
い、地域住民の通院、通学、買い物を中心とした生活に必要不可欠な足を確保・維持していく必要がある。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画（又は地域公共交通計画）との関連について

令和７年１月　　日

協議会名： 宇和島市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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